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◆
水
管
理

　

中
干
し
後
は
、
浅
水
・
間
断
か
ん

が
い
と
す
る
。
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
で
は
8

月
下
旬
の
穂
ば
ら
み
期
〜
出
穂
期
に

か
け
て
は
水
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
、
台
風
時
に
は
白
穂
発
生

防
止
の
た
め
に
、や
や
深
水
に
す
る
。

◆
穂
肥

　

穂
肥
は
一
穂
も
み
数
の
増
大
と
登

熟
の
向
上
に
役
立
ち
、
多
収
の
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
（※
た
だ
し
、
ユ

ー
コ
ー
ト
2
0
2（
22-
10-
12
）な
ど

の
元
肥
一
発
肥
料
を
使
用
し
た
場
合
、

穂
肥
は
必
要
な
い
）。

　

穂
肥
と
し
て
太
閤（
12-

4-

12
）を

10
ａ
当
た
り
30
㎏
施
用
す
る
が
、
穂

肥
は
１
回
で
全
量
を
施
用
す
る
の
で

は
な
く
、
で
き
れ
ば
施
用
量
を
3
分

の
2
と
3
分
の
１
ず
つ
2
回
に
分
け

て
行
う
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
穂
肥

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
各
々
の
ほ
場
の
出

穂
時
期
を
予
測
し
て
決
め
る
。
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
で
は
、
施
用
時
期
は
１
回
だ

け
の
場
合
は
出
穂
20
日
前
に
行
い
、

2
回
に
分
け
て
行
う
場
合
は
出
穂
25

日
前
と
15
日
前
に
施
用
す
る
。

　

な
お
、
穂
肥
は
葉
色
が
濃
い
場
合

は
少
な
め
に
、
や
り
過
ぎ
は
倒
伏
の

原
因
に
な
る
の
で
注
意
す
る
。ま
た
、

施
用
時
期
が
遅
れ
る
と
も
み
の
汚
れ

が
目
立
っ
た
り
食
味
が
低
下
し
た
り

す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

・
も
み
枯
細
菌
病
、
内
え
い
褐
変
病

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
良
食
味
米
で

は
、
こ
れ
ら
の
病
気
で
、
変
色
米
が

多
く
な
る
。
出
穂
直
前
に
、
ブ
ラ
シ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
倍
／
収

穫
７
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）
等
を

散
布
す
る
。
特
に
出
穂
期
前
後
が
高

温
・
多
雨
で
あ
る
と
、
も
み
枯
細
菌

病
、
内
え
い
褐
変
病
が
発
生
し
や
す

く
な
る
の
で
、
出
穂
5
日
前
〜
出
穂

日
に
必
ず
薬
剤
を
散
布
す
る
。

・
紋
枯
病
、
い
も
ち
病

　

葉
に
い
も
ち
病
の
症
状
が
出
て
い

る
場
合
、
過
繁
茂
で
紋
枯
病
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
オ
リ
ブ

ラ
イ
ト
2
5
0
G
豆
つ
ぶ
（
10
ａ
当

た
り
2
5
0
ｇ
／
収
穫
45
日
前
ま
で

／
１
回
）
を
初
発
時
に
散
布
す
る
。

・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

　（
夏
ウ
ン
カ
）（
8
月
上
旬
）

　

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
の
幼
虫
に
よ
る
綴

り
葉
（
2
〜
3
株
に
１
カ
所
以
上
）

が
あ
る
場
合
は
、パ
ダ
ン
粒
剤
４（
10

ａ
当
た
り
3
〜
4
㎏
／
収
穫
30
日
前

ま
で
／
6
回
以
内
）、
夏
ウ
ン
カ
が

目
立
つ
（
10
頭
以
上
／
株
）
場
合
は

ト
レ
ボ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
2
〜

3
㎏
／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）
等
を
散
布
す
る
。

＊
ト
レ
ボ
ン
粒
剤
は
、
ウ
ン
カ
類
で

登
録
が
あ
る
。

・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
コ
ブ
ノ
メ
イ

ガ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン

カ
）（
8
月
下
旬
）

　

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
（
7
月
の
多
発

田
）
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
（
食
害
率
20

％
以
上
）
の
被
害
が
目
立
つ
場
合
、

パ
ダ
ン
S
G
水
溶
剤
（
1
5
0
0
倍

／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
6
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。
ま
た
、
株
を
は
た
い

て
秋
ウ
ン
カ
が
１
株
に
１
頭
以
上
確

認
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ト
レ
ボ

ン
乳
剤
（
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

／
収
穫
14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

等
を
散
布
す
る
。

＊
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
は
、
ウ
ン
カ
類
で

登
録
が
あ
る
。

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

出
穂
後
か
ら
乳
熟
期
に
か
け
て
カ

メ
ム
シ
類
に
も
み
を
吸
汁
さ
れ
る
と

斑
点
米
の
被
害
が
出
る
。そ
の
た
め
、

出
穂
5
〜
10
日
後
に
ス
タ
ー
ク
ル
豆

つ
ぶ
（
10
ａ
当
た
り
2
5
0
g
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、
ト

レ
ボ
ン
乳
剤
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫

14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、
出
穂

期
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た

り
3
㎏
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
等
を
散
布
す
る
。

　

な
お
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
は
出

穂
前
に
は
畦
畔
イ
ネ
科
雑
草
に
生
息

し
、
出
穂
に
合
わ
せ
て
水
田
に
移
動

す
る
の
で
、
出
穂
2
週
間
前
ま
で
に

畦
畔
の
草
刈
り
を
行
い
、
そ
の
後
は

雑
草
が
繁
茂
し
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
。水

な
す

◆
栽
培
管
理 　

　

露
地
栽
培
で
は
、
生
育
が
旺
盛
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
側
枝
の
切
り
返

し
せ
ん
定
を
行
い
、
Ｖ
字
仕
立
て
に

す
る
。

　

摘
葉
（
葉
か
き
）
は
、
果
実
の
傷

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
株
元
へ
日
光
を

当
て
、
側
枝
の
生
育
を
促
す
た
め
に

行
う
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
な
お
、

一
度
に
多
く
の
葉
を
か
く
と
樹
勢
を

弱
め
る
と
と
も
に
、
曲
が
り
果
や
つ

や
無
し
果
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
、

葉
か
き
は
こ
ま
め
に
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 　

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
は
、
表

１
の
登
録
農
薬
で
防
除
を
行
う
。

　

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発
生
が
多
く
な

る
時
期
な
の
で
、
果
実
に
食
害
が
あ

れ
ば
、
早
期
に
捕
殺
し
、
果
実
を
ほ

場
か
ら
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
と
と

も
に
、
表
１
の
登
録
農
薬
で
防
除
を

行
う
。

　

半
身
萎
ち
ょ
う
病
や
青
枯
病
が
発

生
し
た
場
合
、
発
病
株
か
ら
収
穫
ば

さ
み
に
よ
っ
て
伝
染
す
る
の
で
、
発

病
株
は
早
期
に
株
元
か
ら
切
り
取
り
、

ほ
場
外
へ
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
。

　

露
地
栽
培
で
も
、
う
ど
ん
こ
病
が

発
生
す
る
時
期
で
あ
る
。
葉
裏
か
ら

発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
、

発
生
す
れ
ば
、
表
１
の
登
録
農
薬
で

防
除
を
行
う
。

　

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う

と
抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な

る
の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。

こ
ま
つ
な

◆
病
害
虫
防
除　

　

高
温
期
は
害
虫
の
発
生
が
多
く
な

る
。
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
に
は
、
は

種
時
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当

た
り
6
kg
／
播
溝
土
壌
混
和
／
は
種

時
／
1
回
）
を
処
理
す
る
と
効
果
が

高
い
。
そ
の
他
の
害
虫
に
も
生
育
前

半
の
発
生
初
期
に
登
録
薬
剤
で
防
除

す
る（
表
2
参
照
）。

　

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う

と
抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な

る
の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。

キ
ャ
ベ
ツ

　

は
種
床
は
、
排
水
の
良

い
場
所
を
選
び
、
は
種
後

は
直
射
日
光
と
雨
を
避
け

る
た
め
、
寒
冷
紗
を
被
覆

す
る
。

　

本
ぽ
で
は
、
根
こ
ぶ
病

の
予
防
の
た
め
、
で
き
る

限
り
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の

連
作
を
避
け
、
定
植
14
日

前
に
石
灰
窒
素
（
10
ａ
当

た
り
１
0
0
㎏
）
を
散
布

後
土
壌
混
和
し
、
定
植
前

に
ネ
ビ
ジ
ン
粉
剤
（
10
ａ

当
た
り
20
〜
30
㎏
全
面
土

壌
混
和
／
2
回
以
内
、
ま

た
は
10
ａ
当
た
り
20
㎏
作

条
土
壌
混
和
／
２
回
以
内
）

を
処
理
す
る
。

　

近
年
、
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ

メ
イ
ガ
（
ダ
イ
コ
ン
シ
ン

ク
イ
）
の
発
生
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
サ
ン
サ
ン
ネ

ッ
ト
等
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル

被
覆
は
害
虫
の
侵
入
防
止

に
効
果
が
高
い
。

　

ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
防
除
の
た

め
、
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
１
株
当
た

り
3
ｇ
を
植
穴
土
壌
混
和
／
定
植
時

／
１
回
）
か
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
5
（
１

株
当
た
り
2
ｇ
を
植
穴
処
理
／
定
植

時
／
１
回
）
を
使
用
す
る
。

み
か
ん

◆
仕
上
げ
摘
果

　

隔
年
結
果
を
防
止
す
る
た
め
、
8

月
の
作
業
は
着
果
量
の
多
い
樹
を
中

心
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
う
。
た
だ
、

着
果
量
の
少
な
い
樹
に
は
果
梗
の
太

い
果
実
（
軸
が
太
い
み
か
ん
）
で
も

品
質
を
無
視
し
て
遅
く
ま
で
残
し
、

翌
春
の
発
育
枝
を
確
保
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

近
年
残
暑
が
厳
し
く
ミ
カ
ン
サ
ビ

ダ
ニ
の
被
害
が
9
月
に
入
っ
て
か
ら

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
、
被
害
が
目

に
つ
き
だ
し
て
か
ら
の
防
除
で
は
手

遅
れ
で
あ
る
。
昨
年
多
発
し
た
園
で

は
、
8
月
下
旬
に
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）
ま
た

は
、
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
７
日
前
ま

で
／
２
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。 

＊
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
コ
ロ

マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
か
ん
き
つ
の

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
で
登
録
が
あ
る
。

も
も

◆
礼
肥
の
施
用

　

主
に
新
梢
の
伸
び
が
悪
か
っ
た
り
、

葉
色
の
薄
か
っ
た
り
す
る
樹
の
樹
勢

回
復
を
図
る
た
め
、
8
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
10
ａ
当
た
り
、
み
か
ん
配
合

肥
料
を
50
㎏
施
用
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
、
シ
ン
ク
イ
ム

シ
類
の
防
除
の
た
め
、
8
月
下
旬
に

デ
ィ
ア
ナ
W
D
G
（
5
0
0
0
〜
1

0
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
2

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

い
ち
じ
く

◆
か
ん
水

　

土
壌
水
分
が
少
な
い
と
果
実
の
肥

大
が
悪
く
な
る
。逆
に
多
す
ぎ
た
り
、

一
度
に
大
量
に
か
ん
水
し
た
り
す
る

と
裂
果
が
多
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

糖
度
の
上
昇
も
望
め
な
い
。
か
ん
水

は
土
壌
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

こ
ま
め
に
少
量
ず
つ
行
う
。

◆
熟
期
促
進
処
理

　

エ
ス
レ
ル
10
（
5
0
0
〜
１
0
0

0
倍
／
成
熟
予
定
15
日
前
（
果
実
生

長
第
2
期
終
期
）
／
１
果
当
た
り
１

回
）
を
果
面
が
ぬ
れ
る
程
度
に
散
布

す
る
と
、
成
熟
が
１
週
間
程
度
早
く

な
り
、
有
利
販
売
、
計
画
出
荷
、
効

率
的
な
収
穫
作
業
に
役
立
つ
。

  

エ
ス
レ
ル
10
の
処
理
適
期
の
目
安

は
、
果
皮
色
が
濃
い
緑
色
か
ら
薄
い

黄
緑
色
に
変
わ
り
、
果
頂
部
の
目
が

十
分
赤
く
な
っ
て
、
果
実
を
割
れ
ば

中
の
果
肉
が
濃
い
赤
色
に
な
っ
て
い

る
時
期
で
あ
る
。
処
理
適
期
が
外
観

か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、
果
実
を
い
く
つ
か
割
っ
て
確
認

し
て
み
る
。

◆
収
穫

　

気
温
が
高
く
果
実
が
腐
敗
し
や
す

い
た
め
、
収
穫
適
期
の
果
実
を
見
落

と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
過
熟
果
や

腐
敗
果
は
園
外
に
持
ち
出
し
て
、
シ

ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
等
が
媒
介
す
る
病

気
の
伝
染
を
防
ぐ
。

か
き

◆
へ
た
す
き
果
対
策

　

へ
た
す
き
果
は
、
富
有
柿
で
は
受

精
し
な
か
っ
た
無
核
果
（
タ
ネ
が
入

っ
て
い
な
い
た
め
果
実
の
腰
が
低
い
）

で
発
生
が
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な

扁
平
果
は
早
め
に
摘
果
す
る
。
ま
た

土
壌
の
乾
燥
が
続
い
た
後
、
秋
雨
で

果
実
の
肥
大
が
急
に
進
む
と
へ
た
す

き
果
の
発
生
が
増
え
る
た
め
、
土
壌

が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
定
期
的
に
か

ん
水
を
行
う
。

 

◆
病
害
虫
防
除 

　

カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ（
カ
キ
ミ
ガ
）

の
防
除
の
た
め
、
8
月
中
旬
に
モ
ス

ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
（
2
0
0
0
〜

4
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
類
が
目
に
つ
き

だ
し
た
ら
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

お
の
お
の

＊
１

＊
2

＊
2

＊
１

＊
１

＊
2

＊
１

＊
2

＊
2

＊
2

＊
2

薬 剤 名 希 釈 倍 数 使用時期／使用回数

アドマイヤー水和剤

コテツフロアブル

アファーム乳剤

スピノエース顆粒水和剤

アーデント水和剤

コテツフロアブル

スピノエース顆粒水和剤

アファーム乳剤

コテツフロアブル

スピノエース顆粒水和剤

フルピカフロアブル

トリフミン乳剤

ベルクート水和剤

アミスター20フロアブル

パレード20フロアブル

パ ル ミ ノ

2000倍

2000倍

2000倍

2500～5000倍

1000倍

2000倍

2500～5000倍

2000倍

2000倍

5000倍

2000～3000倍

2000倍

3000倍

2000倍

2000～4000倍

2000倍

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／5回以内

収穫前日まで／3回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／3回以内

収穫前日まで／3回以内

病害虫名 10a当たりの散布液量

※RACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくては
ならない。

※アドマイヤー水和剤、アファーム乳剤、スピノエース顆粒水和剤はアザミウマ類で登録がある。

ミナミキイロ
アザミウマ

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

ミカンキイロ
アザミウマ

オオタバコガ

うどんこ病

RACコード

I：4 A

I：1 3

I ： 6

I ： 5

I：3 A

I：1 3

I ： 5

I ： 6

I：1 3

I ： 5

F ： 9

F ： 3

F：M07

F：1 1

F ： 7

I：UN
F：M10

表1 なすの病害虫防除に登録がある農薬

薬 剤 名 希 釈 倍 数 使用時期／使用回数

アファーム乳剤

コテツフロアブル

カスケード乳剤

ブロフレアSC

グレーシア乳剤

ゼンターリ顆粒水和剤

スピノエース顆粒水和剤

ダイアジノン粒剤5

モスピラン顆粒水溶剤

2000倍

2000倍

2000倍

2000～4000倍

3000倍

1000倍

2500～5000倍

6㎏／10ａ

4000倍

収穫3日前まで／2回以内

収穫3日前まで／1回

収穫7日前まで／2回以内

収穫前日まで／3回以内

収穫7日前まで／1回

発生初期ただし収穫前日まで／－

収穫14日前まで／2回以内

全面土壌混和 は種時／1回

収穫7日前まで／1回

害 虫 名 10a当たりの散布液量

コ ナ ガ

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

－

100～300ℓ／10a

ハスモンヨトウ
シロイチモジヨトウ

キスジノミハムシ

6

13

15

30

30

11A

5

1B

4A

IRACコー

※ IRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくて
はならない。

※カスケード乳剤、ブロフレアSC、グレーシア乳剤は、非結球あぶらな科葉菜類で登録がある。
※ゼンターリ顆粒水和剤は、野菜類（はくさいを除く）で登録がある。
※スピノエース顆粒水和剤は、非結球あぶらな科葉菜類（みずな、非結球はくさいを除く）のヨトウムシ
類で登録がある。

※モスピラン顆粒水溶剤は、非結球あぶらな科葉菜類（チンゲイサイを除く）で登録がある。

表2 こまつなの害虫防除に登録がある農薬

営農総合センター　指導販売課 072（444）8001営農総合センター　指導販売課 072（444）8001

＊
１
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

＊
2
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
10
ａ
当
た
り
・
１
株
当
た
り
の
使
用
量
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。
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営農総合センター　指導販売課 072（444）8001

8月の農作業

◆
水
管
理

　

中
干
し
後
は
、
浅
水
・
間
断
か
ん

が
い
と
す
る
。
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
で
は
8

月
下
旬
の
穂
ば
ら
み
期
〜
出
穂
期
に

か
け
て
は
水
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
、
台
風
時
に
は
白
穂
発
生

防
止
の
た
め
に
、や
や
深
水
に
す
る
。

◆
穂
肥

　

穂
肥
は
一
穂
も
み
数
の
増
大
と
登

熟
の
向
上
に
役
立
ち
、
多
収
の
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
（※

た
だ
し
、
ユ

ー
コ
ー
ト
2
0
2（
22-

10-

12
）な
ど

の
元
肥
一
発
肥
料
を
使
用
し
た
場
合
、

穂
肥
は
必
要
な
い
）。

　

穂
肥
と
し
て
太
閤（
12-

4-

12
）を

10
ａ
当
た
り
30
㎏
施
用
す
る
が
、
穂

肥
は
１
回
で
全
量
を
施
用
す
る
の
で

は
な
く
、
で
き
れ
ば
施
用
量
を
3
分

の
2
と
3
分
の
１
ず
つ
2
回
に
分
け

て
行
う
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
穂
肥

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
各
々
の
ほ
場
の
出

穂
時
期
を
予
測
し
て
決
め
る
。
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
で
は
、
施
用
時
期
は
１
回
だ

け
の
場
合
は
出
穂
20
日
前
に
行
い
、

2
回
に
分
け
て
行
う
場
合
は
出
穂
25

日
前
と
15
日
前
に
施
用
す
る
。

　

な
お
、
穂
肥
は
葉
色
が
濃
い
場
合

は
少
な
め
に
、
や
り
過
ぎ
は
倒
伏
の

原
因
に
な
る
の
で
注
意
す
る
。ま
た
、

施
用
時
期
が
遅
れ
る
と
も
み
の
汚
れ

が
目
立
っ
た
り
食
味
が
低
下
し
た
り

す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

・
も
み
枯
細
菌
病
、
内
え
い
褐
変
病

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
良
食
味
米
で

は
、
こ
れ
ら
の
病
気
で
、
変
色
米
が

多
く
な
る
。
出
穂
直
前
に
、
ブ
ラ
シ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
0
0
0
倍
／
収

穫
７
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）
等
を

散
布
す
る
。
特
に
出
穂
期
前
後
が
高

温
・
多
雨
で
あ
る
と
、
も
み
枯
細
菌

病
、
内
え
い
褐
変
病
が
発
生
し
や
す

く
な
る
の
で
、
出
穂
5
日
前
〜
出
穂

日
に
必
ず
薬
剤
を
散
布
す
る
。

・
紋
枯
病
、
い
も
ち
病

　

葉
に
い
も
ち
病
の
症
状
が
出
て
い

る
場
合
、
過
繁
茂
で
紋
枯
病
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
オ
リ
ブ

ラ
イ
ト
2
5
0
G
豆
つ
ぶ
（
10
ａ
当

た
り
2
5
0
ｇ
／
収
穫
45
日
前
ま
で

／
１
回
）
を
初
発
時
に
散
布
す
る
。

・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

　（
夏
ウ
ン
カ
）（
8
月
上
旬
）

　

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
の
幼
虫
に
よ
る
綴

り
葉
（
2
〜
3
株
に
１
カ
所
以
上
）

が
あ
る
場
合
は
、パ
ダ
ン
粒
剤
４（
10

ａ
当
た
り
3
〜
4
㎏
／
収
穫
30
日
前

ま
で
／
6
回
以
内
）、
夏
ウ
ン
カ
が

目
立
つ
（
10
頭
以
上
／
株
）
場
合
は

ト
レ
ボ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た
り
2
〜

3
㎏
／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）
等
を
散
布
す
る
。

＊
ト
レ
ボ
ン
粒
剤
は
、
ウ
ン
カ
類
で

登
録
が
あ
る
。

・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
コ
ブ
ノ
メ
イ

ガ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン

カ
）（
8
月
下
旬
）

　

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
（
7
月
の
多
発

田
）
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
（
食
害
率
20

％
以
上
）
の
被
害
が
目
立
つ
場
合
、

パ
ダ
ン
S
G
水
溶
剤
（
1
5
0
0
倍

／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
6
回
以
内
）

を
散
布
す
る
。
ま
た
、
株
を
は
た
い

て
秋
ウ
ン
カ
が
１
株
に
１
頭
以
上
確

認
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ト
レ
ボ

ン
乳
剤
（
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

／
収
穫
14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）

等
を
散
布
す
る
。

＊
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
は
、
ウ
ン
カ
類
で

登
録
が
あ
る
。

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

出
穂
後
か
ら
乳
熟
期
に
か
け
て
カ

メ
ム
シ
類
に
も
み
を
吸
汁
さ
れ
る
と

斑
点
米
の
被
害
が
出
る
。そ
の
た
め
、

出
穂
5
〜
10
日
後
に
ス
タ
ー
ク
ル
豆

つ
ぶ
（
10
ａ
当
た
り
2
5
0
g
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、
ト

レ
ボ
ン
乳
剤
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫

14
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）、
出
穂

期
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当
た

り
3
㎏
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回

以
内
）
等
を
散
布
す
る
。

　

な
お
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
は
出

穂
前
に
は
畦
畔
イ
ネ
科
雑
草
に
生
息

し
、
出
穂
に
合
わ
せ
て
水
田
に
移
動

す
る
の
で
、
出
穂
2
週
間
前
ま
で
に

畦
畔
の
草
刈
り
を
行
い
、
そ
の
後
は

雑
草
が
繁
茂
し
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
。水

な
す

◆
栽
培
管
理 　

　

露
地
栽
培
で
は
、
生
育
が
旺
盛
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
側
枝
の
切
り
返

し
せ
ん
定
を
行
い
、
Ｖ
字
仕
立
て
に

す
る
。

　

摘
葉
（
葉
か
き
）
は
、
果
実
の
傷

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
株
元
へ
日
光
を

当
て
、
側
枝
の
生
育
を
促
す
た
め
に

行
う
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
な
お
、

一
度
に
多
く
の
葉
を
か
く
と
樹
勢
を

弱
め
る
と
と
も
に
、
曲
が
り
果
や
つ

や
無
し
果
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
、

葉
か
き
は
こ
ま
め
に
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 　

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
は
、
表

１
の
登
録
農
薬
で
防
除
を
行
う
。

　

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発
生
が
多
く
な

る
時
期
な
の
で
、
果
実
に
食
害
が
あ

れ
ば
、
早
期
に
捕
殺
し
、
果
実
を
ほ

場
か
ら
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
と
と

も
に
、
表
１
の
登
録
農
薬
で
防
除
を

行
う
。

　

半
身
萎
ち
ょ
う
病
や
青
枯
病
が
発

生
し
た
場
合
、
発
病
株
か
ら
収
穫
ば

さ
み
に
よ
っ
て
伝
染
す
る
の
で
、
発

病
株
は
早
期
に
株
元
か
ら
切
り
取
り
、

ほ
場
外
へ
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
。

　

露
地
栽
培
で
も
、
う
ど
ん
こ
病
が

発
生
す
る
時
期
で
あ
る
。
葉
裏
か
ら

発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
、

発
生
す
れ
ば
、
表
１
の
登
録
農
薬
で

防
除
を
行
う
。

　

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う

と
抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な

る
の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。

こ
ま
つ
な

◆
病
害
虫
防
除　

　

高
温
期
は
害
虫
の
発
生
が
多
く
な

る
。
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
に
は
、
は

種
時
に
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
10
ａ
当

た
り
6
kg
／
播
溝
土
壌
混
和
／
は
種

時
／
1
回
）
を
処
理
す
る
と
効
果
が

高
い
。
そ
の
他
の
害
虫
に
も
生
育
前

半
の
発
生
初
期
に
登
録
薬
剤
で
防
除

す
る（
表
2
参
照
）。

　

同
じ
系
統
の
薬
剤
を
続
け
て
使
う

と
抵
抗
性
が
つ
い
て
効
果
が
低
く
な

る
の
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。

キ
ャ
ベ
ツ

　

は
種
床
は
、
排
水
の
良

い
場
所
を
選
び
、
は
種
後

は
直
射
日
光
と
雨
を
避
け

る
た
め
、
寒
冷
紗
を
被
覆

す
る
。

　

本
ぽ
で
は
、
根
こ
ぶ
病

の
予
防
の
た
め
、
で
き
る

限
り
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の

連
作
を
避
け
、
定
植
14
日

前
に
石
灰
窒
素
（
10
ａ
当

た
り
１
0
0
㎏
）
を
散
布

後
土
壌
混
和
し
、
定
植
前

に
ネ
ビ
ジ
ン
粉
剤
（
10
ａ

当
た
り
20
〜
30
㎏
全
面
土

壌
混
和
／
2
回
以
内
、
ま

た
は
10
ａ
当
た
り
20
㎏
作

条
土
壌
混
和
／
２
回
以
内
）

を
処
理
す
る
。

　

近
年
、
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ

メ
イ
ガ
（
ダ
イ
コ
ン
シ
ン

ク
イ
）
の
発
生
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
サ
ン
サ
ン
ネ

ッ
ト
等
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル

被
覆
は
害
虫
の
侵
入
防
止

に
効
果
が
高
い
。

　

ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
防
除
の
た

め
、
ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
１
株
当
た

り
3
ｇ
を
植
穴
土
壌
混
和
／
定
植
時

／
１
回
）
か
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
5
（
１

株
当
た
り
2
ｇ
を
植
穴
処
理
／
定
植

時
／
１
回
）
を
使
用
す
る
。

み
か
ん

◆
仕
上
げ
摘
果

　

隔
年
結
果
を
防
止
す
る
た
め
、
8

月
の
作
業
は
着
果
量
の
多
い
樹
を
中

心
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
う
。
た
だ
、

着
果
量
の
少
な
い
樹
に
は
果
梗
の
太

い
果
実
（
軸
が
太
い
み
か
ん
）
で
も

品
質
を
無
視
し
て
遅
く
ま
で
残
し
、

翌
春
の
発
育
枝
を
確
保
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

近
年
残
暑
が
厳
し
く
ミ
カ
ン
サ
ビ

ダ
ニ
の
被
害
が
9
月
に
入
っ
て
か
ら

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
、
被
害
が
目

に
つ
き
だ
し
て
か
ら
の
防
除
で
は
手

遅
れ
で
あ
る
。
昨
年
多
発
し
た
園
で

は
、
8
月
下
旬
に
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0
0
倍

／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）
ま
た

は
、
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
７
日
前
ま

で
／
２
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。 

＊
ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
コ
ロ

マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
か
ん
き
つ
の

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
で
登
録
が
あ
る
。

も
も

◆
礼
肥
の
施
用

　

主
に
新
梢
の
伸
び
が
悪
か
っ
た
り
、

葉
色
の
薄
か
っ
た
り
す
る
樹
の
樹
勢

回
復
を
図
る
た
め
、
8
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
10
ａ
当
た
り
、
み
か
ん
配
合

肥
料
を
50
㎏
施
用
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
、
シ
ン
ク
イ
ム

シ
類
の
防
除
の
た
め
、
8
月
下
旬
に

デ
ィ
ア
ナ
W
D
G
（
5
0
0
0
〜
1

0
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
2

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

い
ち
じ
く

◆
か
ん
水

　

土
壌
水
分
が
少
な
い
と
果
実
の
肥

大
が
悪
く
な
る
。逆
に
多
す
ぎ
た
り
、

一
度
に
大
量
に
か
ん
水
し
た
り
す
る

と
裂
果
が
多
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

糖
度
の
上
昇
も
望
め
な
い
。
か
ん
水

は
土
壌
が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

こ
ま
め
に
少
量
ず
つ
行
う
。

◆
熟
期
促
進
処
理

　

エ
ス
レ
ル
10
（
5
0
0
〜
１
0
0

0
倍
／
成
熟
予
定
15
日
前
（
果
実
生

長
第
2
期
終
期
）
／
１
果
当
た
り
１

回
）
を
果
面
が
ぬ
れ
る
程
度
に
散
布

す
る
と
、
成
熟
が
１
週
間
程
度
早
く

な
り
、
有
利
販
売
、
計
画
出
荷
、
効

率
的
な
収
穫
作
業
に
役
立
つ
。

  

エ
ス
レ
ル
10
の
処
理
適
期
の
目
安

は
、
果
皮
色
が
濃
い
緑
色
か
ら
薄
い

黄
緑
色
に
変
わ
り
、
果
頂
部
の
目
が

十
分
赤
く
な
っ
て
、
果
実
を
割
れ
ば

中
の
果
肉
が
濃
い
赤
色
に
な
っ
て
い

る
時
期
で
あ
る
。
処
理
適
期
が
外
観

か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、
果
実
を
い
く
つ
か
割
っ
て
確
認

し
て
み
る
。

◆
収
穫

　

気
温
が
高
く
果
実
が
腐
敗
し
や
す

い
た
め
、
収
穫
適
期
の
果
実
を
見
落

と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
過
熟
果
や

腐
敗
果
は
園
外
に
持
ち
出
し
て
、
シ

ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
等
が
媒
介
す
る
病

気
の
伝
染
を
防
ぐ
。

か
き

◆
へ
た
す
き
果
対
策

　

へ
た
す
き
果
は
、
富
有
柿
で
は
受

精
し
な
か
っ
た
無
核
果
（
タ
ネ
が
入

っ
て
い
な
い
た
め
果
実
の
腰
が
低
い
）

で
発
生
が
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な

扁
平
果
は
早
め
に
摘
果
す
る
。
ま
た

土
壌
の
乾
燥
が
続
い
た
後
、
秋
雨
で

果
実
の
肥
大
が
急
に
進
む
と
へ
た
す

き
果
の
発
生
が
増
え
る
た
め
、
土
壌

が
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
定
期
的
に
か

ん
水
を
行
う
。

 

◆
病
害
虫
防
除 

　

カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ（
カ
キ
ミ
ガ
）

の
防
除
の
た
め
、
8
月
中
旬
に
モ
ス

ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
（
2
0
0
0
〜

4
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3

回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
類
が
目
に
つ
き

だ
し
た
ら
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前

／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
2

＊
2

＊
1

＊
1

＊
1

＊
1

＊
1

＊
1

図．ハイマダラノメイガによる食害（大阪府農作物病害虫防除指針より抜粋）

＊
１
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

＊
2
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
10
ａ
当
た
り
・
１
株
当
た
り
の
使
用
量
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

JAいずみの　2025年8月　3


